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「ボ

i
イ
ズ
ラ
ブ
」

小
説
の
変
化
と
現
在

角
川
ル
ビ
・
l
文
庫
〈
一
九
九
二

l
一
九
九
五
・
二

0
0
0
1
二
O
O三
〉
作
品
の
比
較
分
析
か
ら

藤

本

来竜

子

一
、
は
じ
め
に

女
性
向
け
サ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
(
小
説
・
漫
画
)

の
世
界
に
、

{
1
)
 

一
九
七

0
年
代
以
降
、
突
知
と
し
て
登
場
し
た
男
性
同
性
愛
物
語
に

関
し
て
は
、
従
来
、
そ
の
元
祖
と
し
て
一
世
を
風
摩
し
た
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
、
そ
し
て
、
特
に
八
0
年
代
半
ば
頃
よ
り
、
素
人
の
女
性

た
ち
に
よ
る
少
年
漫
画
の
性
的
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
や
お
い
同
人
誌
」
の
、
ど
ち
ら
か
も
し
く
は
双

方
を
対
象
に
し
て
幾
つ
か
の
分
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
解
釈
と
し
て
は
、
①
男
性
中
心
社
会
の
抑
圧
と
そ
れ
に
起
因
す
る
女
性
性

か
ら
の
逃
避
・
分
離
の
た
め
の
装
置
(
米
沢
一
九
九
一
、
中
島
一
九
九
五

a
・
一
九
九
八
、
上
野
一
九
九
八
、
藤
本
由
一
九
九
八
他
)
、

②
現
行
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
秩
序
へ
の
対
抗
的
表
現
(
谷
川
一
九
九
三
、
永
久
保
一
九
九
九
・
二

0
0
0
、
笠
間
二

O
O
一
他
)
と
い
う
二

点
を
、
主
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

19 

け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ
た
既
存
の
批
評
、
研
究
に
お
い
て
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
と
「
や
お
い
同
人
誌
」
は
、

そ
の
表
現
媒
体
と
し
て



20 

の
形
式
、
消
費
を
担
っ
た
主
な
世
代
な
ど
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
性
た
ち
の
特
異
な
欲
望
の
矛
先
と
し
て
の
同
一

視
を
免
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
表
現
の
登
場
か
ら
三

O
年
を
数
え
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
「
ジ
ャ
ン
ル
」
内
で

の
比
較
研
究
が
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

一
人
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
そ
の

点
に
触
れ
た
谷
川
は
、

し
か
し
具
体
的
な
分
析
を
行
つ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
「
や
お
い
」
に
続
く
九

0
年
代
以
降

の
動
向
に
関
す
る
言
及
は
、
中
島
(
一
九
九
八
)
、
永
久
保
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
中
島
の

論
点
が
、
雑
誌
『
J
U
N
E
』
(
一
九
七
八
創
刊
)
を
扱
っ
た
前
稿
(
中
島
一
九
九
五

a)
の
明
確
な
続
編
で
あ
り
、
か
つ
永
久
保
の
研

究
(
二

O
O
O
)
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
分
析
対
象
と
し
て
は
わ
ず
か
一
作
品
を
扱
う
に
止
ま
っ
て
い
る
の
を
み
る
に
、
九

0
年
代

以
降

一
般
に
「
ボ

l
イ
ズ
ラ
ブ
」
と
よ
ば
れ
、
年
々
増
殖
を
続
け
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
作
品
群
に
関
し
て
の
研
究
は
、

ほ
ぽ
皆
無

と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
「
ジ
ャ
ン
ル
」
に
お
い
て
、
男
性
同
士
と
い
う
目
立
つ
表
現
を
取
り
払
っ
た
あ
と

に
現
れ
る
物
語
が

一
様
に
性
的
雰
囲
気
や
性
行
為
を
中
心
的
に
描
く
も
の
で
あ
り
、

か
っ
そ
う
い
っ
た
方
向
性
が

(
同
人
誌
を
除
い

て
)
時
代
と
共
に
確
実
に
増
し
て
き
で
い
る
と
い
う
事
実
に
対
し
て
は
、
こ
の
特
異
な
性
の
物
語
を
、
抑
圧
も
し
く
は
対
抗
の
手
段
と

捉
え
が
ち
な
既
存
の
理
解
内
で
は
、

分
析
が
困
難
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
先
述
の
①
②
の
解
釈
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
性
的
表
現
に
対
す
る
女
性
た
ち
の
ス
タ
ン
ス
は
、

そ
の
社
会
的
背
景
だ
け
で
な
く
、
世
代
ご
と
の
女
性
た
ち
の
内
面
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
々
の
表
現
に
対
す

る
分
析
理
解
は
、

お
そ
ら
く
正
当
な
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
そ
こ
に
囚
わ
れ
続
け
て
い
て
は
、
変
化
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
著
者
は
前
稿
(
藤
本
二

O
O
一
)
に
お
い
て
、
性
的
表
現
と
そ
れ
に
関
わ
る
女
性
た
ち
の
欲
望
に
焦
点

を
あ
て
、
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
と
「
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
」
の
比
較
分
析
を
行
っ
た
の
だ
が
、
お
も
に
二
つ
の
点
に
つ
い
て
反
省
の
必
要
を
感



じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
対
象
把
握
の
大
雑
把
さ
と
自
身
の
考
察
位
置
の
暖
昧
き
で
あ
る
。
九
二
年
の
文
庫
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
「
ポ

ー
イ
ズ
ラ
プ
専
門
」
レ
ー
ベ
ル
の
成
立
か
ら
十
年
以
上
、
「
ポ
l
イ
ズ
ラ
ブ
」
は
現
在
も
ま
だ
増
殖
を
続
け
る
非
常
に
動
的
な
表
現
媒
体

(
2
)
 

で
あ
る
。
九
七
年
以
降
に
は
、
特
に
文
庫
に
お
い
て
、
各
出
版
社
よ
り
新
た
な
レ
ー
ベ
ル
が
次
々
と
創
刊
さ
れ
、
ま
た
各
社
に
よ
る
新

入
賞
の
設
置
や
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
効
果
な
ど
か
ら
、
こ
こ
数
年
、
特
に
書
き
手
・
読
み
手
と
も
の
若
年
化
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
内
部
の
動
き
に
目
を
配
ら
ず
、
対
象
(
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
)
を
一
括
り
に
捉
え
、

か
つ
小
説
、

マ
ン
ガ
、
同
人
誌
を
一
ま
と
め

「ボーイズラブJ小説の変化と現在

に
論
じ
た
前
稿
は
、

か
な
り
混
乱
を
招
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
既
存
の
研
究
の
対
象
理
解
に
お
け
る
固
定
化
さ
れ
た
視
点
に

疑
問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
、
自
ら
の
視
点
に
つ
い
て
十
分
に
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
点
に
も
反
省
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
う
い
っ
た
反
省
か
ら
、
本
稿
は
「
ジ
ャ
ン
ル
」
内
に
お
い
て
先
行
す
る
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
「
や
お
い
」
の
次
段
階
に
登
場
し
た
「
ポ

ー
イ
ズ
ラ
ブ
」
を
、
先
述
の
①
②
を
踏
ま
え
た
上
で
、
③
女
性
独
自
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

l
が
獲
得
さ
れ
つ
つ
あ
る
過
程
、

と
し
て
捉

え
る
立
場
か
ら
論
を
展
開
す
る
。
そ
の
検
証
の
一
端
と
し
て
今
回
は
、
文
庫
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
ポ

l
イ
ズ
ラ
ブ
専
門
」
レ
ー
ベ
ル

を
創
設
し
た
角
川
ル
ビ

l
文
庫
の
、
創
刊
か
ら
二
年
半
と
十
周
年
目
を
含
む
二
年
半
、
合
わ
せ
て
五
年
間
に
発
刊
さ
れ
た
全
作
品
(
一

(
3
)
 

部
欠
損
あ
り
)
を
分
析
対
象
と
し
て
用
い
、
比
較
検
討
を
行
う
。
「
ボ
ー
イ
ズ
ラ
プ
」
に
表
れ
た
変
化
は
、
そ
の
初
期
と
現
在
の
作
品
の

分
析
を
通
す
こ
と
で
、
あ
る
程
度
明
確
に
提
示
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
特
別
な
意
味
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
男
性
同
性
愛
が
、
性

的
読
み
物
と
し
て
読
者
に
受
容
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
を
、
そ
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

21 
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二
、
作
品
内
容
の
分
析

表
の
見
方

で
は
ま
ず
、
作
品
内
容
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。
「
ポ

l
イ
ズ
ラ
ブ
」
を
含
む
男
性
同
性
愛
作
品
で
は
、
物
語
は
不
変
に
結
び
つ
い
た

少
年
(
青
年
)
同
士
の
関
係
性
を
中
心
に
展
開
す
る
。
そ
の
多
く
が
ゲ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
無
関
係
な
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ

る
少
年
(
青
年
)
た
ち
の
関
係
は

そ
れ
ゆ
え
に
互
い

(
向
性
)

の
選
択
に
対
し
て
特
別
な
理
由
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

「
や
お
い
同
人
誌
」
出
現
以
降
、
性
行
為
に
お
い
て
男
性
的
役
割
を
担
う
側
を
「
攻
」
、
女
性
役
を
「
受
」
と
す
る
呼
称
が
定
着
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
受
け
て
、
分
析
表
①
②
に
は
、
関
係
性
の
照
射
を
目
的
に
、
作
品
内
容
か
ら
抽
出
、
分
類
し
た
「
攻
」
「
受
」
の
「
属
性
」

に
関
す
る
項
目
を
設
け
た
。
男
性
同
士
の
恋
愛
に
い
た
る
理
由
に
は
少
年
た
ち
の
心
的
傷
が
深
く
関
わ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を

「
ト
ラ
ウ
マ
」
「
死
の
モ
チ
ー
フ
」
項
目
と
し
て
提
示
し
た
。
ま
た
、
作
品
の
第
一
印
象
を
表
す
も
の
と
し
て
「
表
紙
」
イ
ラ
ス
ト
を
項

目
に
加
え
て
い
る
。
分
析
対
象
で
あ
る
角
川
ル
ビ

l
文
庫
は
、

そ
の
創
刊
に
際
し
て
耽
美
雑
誌
『
J
U
N
E
』
と
の
関
わ
り
を
色
濃
く

有
し
て
い
る
。
「
J
U
N
E
誌
掲
載
作
品
」
項
は
、

そ
の
影
響
の
変
化
を
見
る
た
め
に
設
け
た
。

次
に
、
表
の
具
体
的
な
説
明
に
入
り
た
い
。
表
①
は
、

ル
ビ

l
文
庫
創
刊
時
の
九
二
年
一
二
月
よ
り
九
五
年
五
月
ま
で
の
二
年
半
の

聞
に
出
版
さ
れ
た
作
品
を
、
ま
た
表
②
は
、
創
刊
よ
り
ち
ょ
う
ど
十
年
に
当
た
る
二

O
O
二
年
一
二
月
を
は
さ
む
形
で
、
二

O
O
O
年

(4} 

一
二
月
か
ら

O
三
年
五
月
ま
で
の
二
年
半
の
聞
の
作
品
を
扱
っ
て
い
る
。
短
編
集
は
、
書
名
と
な
っ
て
い
る
短
編
を
対
象
と
し
た
。

項
目
の
「
表
紙
」
と
は
、
表
紙
イ
ラ
ス
ト
に
描
か
れ
て
い
る
人
数
を
示
す
。
そ
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
別
に
表
③
を
設
け
た
。
「
攻
」

「
受
」
は
、
基
本
的
に
物
語
の
中
心
で
あ
り
肉
体
関
係
の
あ
る
男
性
主
人
公
カ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
の
検
証
で
あ
る
が
、
特
に
初
期
に
お



い
て
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
表
①
で
は
主
人
公
が
性
的
関
係
に
至
ら
な
い
場
合
、
そ
う
い
っ
た

関
係
に
あ
る
作
中
の
男
性
同
士
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
そ
の
場
合
、
「
備
考
」
に
お
い
て
そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
「
攻
」
「
受
」

の
属
性
」
欄
の
み
色
を
変
え
て
あ
る
作
品
は
、
諸
々
の
理
由
か
ら
混
乱
を
恐
れ
て
省
い
て
い
る
作
品
で
あ
る
(
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

(5) 

注
を
参
照
の
こ
と
)
。

次
に
そ
の
「
属
性
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
舞
台
を
現
代
と
設
定
す
る
た
め
、
属
性
と
し
て
最
多
と
な
る
「
学

「ボーイズラブJ小説の変化と現在

生
」
「
社
会
人
」
を
基
本
的
な
(
大
)
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
「
そ
の
他
」
と
し
て
表
中
に
説

明
を
加
え
た
。
「
学
生
」
に
は
中
、
高
、
大
、
大
学
院
生
、
専
門
学
校
生
が
含
ま
れ
る
。
「
祉
会
人
」
は
、
こ
こ
で
は
「
学
生
」
と
「
そ

の
他
」
以
外
で
、
自
ら
の
収
入
で
生
活
し
て
い
る
人
間
(
未
成
年
も
含
む
)
を
さ
す
。
「
資
産
持
ち
(
の
息
子
こ
以
降
四
つ
の
項
目
(
小

カ
テ
ゴ
リ
ー
)
は
、
作
品
中
の
設
定
か
ら
分
類
し
、
記
載
に
沿
っ
て
印
を
つ
け
た
。

O
印
が
措
弧
で
括
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、
状
況
的

(
6
}
 

に
は
当
て
は
ま
る
が
内
容
的
に
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
「
資
産
持
ち
(
の
息
子
)
」
と
は
、
主
に
不
動
産
や
資

産
に
見
合
っ
た
高
級
品
を
所
有
し
、
使
用
人
を
使
う
な
ど
の
環
境
に
あ
る
登
場
人
物
を
さ
す
。
「
(
の
息
子
こ
は
、
「
学
生
」
の
身
分
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
次
の
「
高
学
歴
職
」
は
、
医
者
・
弁
護
士
・
大
学
教
授
・
作
家
と
い
っ
た
職
業
を
さ
す
。
「
(
予
備
軍
)
」

は
、
「
学
生
」
で
成
績
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
組
織
の
ト
ッ
プ
」
と
は
、

そ
の
ま
ま
社
長
・
理
事
長
・

会
長
な
ど
の
、
あ
る
特
定
の
組
織
の
ト
ッ
プ
の
地
位
に
あ
る
登
場
人
物
の
こ
と
で
あ
る
。
「
学
生
」
に
お
い
て
は
、
生
徒
会
の
役
員
(
主

に
は
会
長
)

ア
イ
ド
ル
・
モ
デ
ル
・
俳
優
・
声
優
、

-
部
活
動
の
部
長
・
寮
長
を
含
め
た
。
「
芸
能
・
芸
術
関
係
」
は
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
-

画
家
・
音
楽
家
を
指
し
て
い
る
。

23 

「
ト
ラ
ウ
マ
」
は
こ
こ
で
は
主
に
、
主
人
公
(
た
ち
V

が
も
っ
日
常
生
活
(
人
間
関
係
)
に
何
ら
か
の
深
刻
な
支
障
を
も
た
ら
す
心
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の
傷
や
棚
と
な
る
事
項
、

と
設
定
し
た
。
た
だ
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
に
お
い
て
、
物
語
が
展
開
し
て
い
く
中
で
そ
れ
が
解
消
さ
れ
た
こ
と

が
明
記
さ
れ
れ
ば
、

そ
れ
以
降
の
続
刊
へ
の
記
載
は
行
っ
て
い
な
い
。
次
の
「
死
の
モ
チ
ー
フ
」
と
は
、
作
中
に
お
い
て
主
要
登
場
人

物
の
死
が
描
か
れ
る
、
主
人
公
が
最
終
的
に
死
を
迎
え
る
、
ま
た
身
近
な
人
聞
の
死
の
謎
を
追
う
な
ど
の
よ
う
に
死
が
物
語
の
重
要
な

核
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
死
を
め
ぐ
る
作
品
に
適
用
さ
せ
た
。
「
J
U
N
E
誌
掲
載
作
品
」
は
、
作
品
最
終
項
に
記
載
さ

れ
た
初
出
に
関
す
る
但
し
書
き
と
、
あ
と
が
き
等
に
お
け
る
作
者
の
自
己
申
告
で
判
断
し
て
い
る
。
「
「
攻
」
「
受
」
の
属
性
」
と
「
ト
ラ

ウ
マ
」
の
欄
に
見
ら
れ
る
@
記
号
は
、

そ
こ
に
該
当
す
る
登
場
人
物
が
二
人
(
以
上
)

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
集
計
に

関
し
て
は
「
ト
ラ
ウ
マ
」
は

O
で
あ
っ
て
も
一
作
品
に
つ
き
一
つ
と
カ
ウ
ン
ト
し
た
(
「
攻
」
「
受
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
。
ま
た
、

(7) 

書
名
か
ら
右
方
向
へ
す
べ
て
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
作
品
は
、
今
回
分
析
に
加
え
な
い
作
品
で
あ
る
。

今
回
対
象
と
す
る
作
品
は
、
全
体
的
に
見
て
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
以
下
集
計
に
際
し
て

同
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
一
点
と
数
え
、
対
象
と
な
る
全
作
品
数
に
お
け
る
割
合
を
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
「
「
攻
」
「
受
」
の
属

性
」
の
欄
に
関
し
て
は
、
特
に
表
①
に
お
い
て

一
作
品
に
二
組
の
主
要
な
カ
ッ
プ
ル
が
登
場
す
る
作
品
が
あ
る
た
め
、
割
合
合
計
を

も
う
一
度
百
%
換
算
に
直
し
て
検
証
券
』
行
っ
た
。

一一1
1
ニ
表
①
(
一
九
九
二
年
一
二
月

1
一
九
九
五
年
五
月
)

で
は
具
体
的
に
、
表
①
、
続
い
て
表
②
の
デ
l
タ
を
み
て
い
こ
う
。
表
①
の
「
表
紙
」
か
ら
、
表
紙
イ
ラ
ス
ト
に
「
二
人
」
が
描
か

れ
る
の
は
、
六
四
点
中
三
六
点
で
全
体
の
五
六
%
、
「
一
人
」
は
二
二
点
(
三
四
%
)
、
「
そ
の
他
」
六
点
(
九
%
)
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
詳
細
を
記
し
た
表
③
を
み
る
と
、
最
も
多
い
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
⑨
「
目
線
を
読
者
に
向
け
な
い
一
人
」
で
あ
る
(
図
①
)
。



そ
の
「
一
人
」
は
、
描
か
れ
た
特
徴
な
ど
か
ら
概
ね
「
受
」
の
少
年
と
想
定
さ
れ
る
。
次
点
の
⑦
で
は
、
別
空
間
に
い
る
二
人
を
重
ね

て
描
く
よ
う
な
構
図
が
八
割
以
上
を
占
め
る
が
(
図
②
て
そ
こ
に
描
か
れ
た
、
前
方
に
回
線
を
む
け
る
少
年
(
青
年
)
が
見
つ
め
て
い

る
の
は
、
そ
の
構
図
か
ら
見
て
共
に
描
か
れ
た
相
手
で
あ
る
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
続
く
⑧
で
も
、

は
っ
き
り
と
表

紙
の
こ
ち
ら
側
を
見
つ
め
る
強
い
眼
差
し
が
描
か
れ
た
作
品
は
三
点
に
と
ど
ま
り
、
残
り
の
四
点
は
顔
を
正
面
に
向
け
な
が
ら
も
、
そ

{
8
)
 

の
目
線
は
荘
洋
と
定
ま
ら
な
い
。
表
①
の
場
合
、
「
そ
の
他
」
を
省
い
た
作
品
の
内
、

「ボーイズラブ」小説の変化と現在25 

約
七
割
半
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト
に
目
線
を
こ
ち
ら
に
む
け
な
い
少
年
(
青
年
)
が
描
か

{9) 

れ
る
。「

「
攻
」
「
受
」
の
属
性
」
に
お
い
て
、
対
象
作
品
五
七
点
中
、
「
攻
」
が
「
学
生
」

の
割
合
は
四
三
%
、
「
社
会
人
」
三
三
%
、
「
そ
の
他
」
二
四
%
で
あ
る
。
ま
た
「
受
」

図①

は
「
学
生
」
五
二
%
、
「
社
会
人
」

一
七
%
、
「
そ
の
他
」
コ
二
%
と
な
っ
て
い
る
。

「
資
産
持
ち
(
の
息
子
)
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
「
攻
」
の
割
合
は
五
七
点
中
一
五
点

で
二
六
%
、
「
高
学
歴
職
(
予
備
軍
こ

一
六
点
(
二
八
%
)
、
「
組
織
の
ト
ッ
プ
」
九

点
(
十
六
%
)
、
「
芸
能
・
芸
術
関
係
」

一
一
点
(
十
九
%
)
で
あ
り
、
こ
の
四
つ
の

項
目
の
内
二
つ
以
上
に
印
を
持
つ
「
攻
」
は
、

五
七
点
中
一
二
点
で
約
二
一
%
で
あ

る
。
「
受
」
の
ほ
う
は
、
「
資
産
持
ち
」
九
点
三
六
%
)
、
「
高
学
歴
職
」
一
点
(
二
%
)
、

図②

「
ト
ッ
プ
」
三
点
(
五
%
て
「
芸
能
」

一
五
点
(
一
二
ハ
%
)
と
な
り
、
閉
じ
く
二
つ

以
上
に
印
を
持
つ
の
は
三
点
、
対
象
作
品
の
約
五
%
で
あ
る
。
ま
た
、
「
攻
」
「
受
」
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<2人〉
個着して片

価着して1
側れ品っ

@!~IO)MI:I @!い@冊にEO!い自問1:1
<IA> 。目組織d漕乱て2

方自み目躍を
入品目厳

てt人でEつ
躍(醐)糊 躍(醐)州1躍(醐)織り

制組織 者に肉付な
<to値〉

AI:も目障を 蹄i請けな 2AI:も目離を臨 人tも闘をE片方自柑曜を 何人目上)
障者1:肉付る

闘に向精 め品う
者'1:肉ける 者1:向紛い 腕明ける

者団ける

1脱12 12 15 
仰 1995，5
棚田12

84 17 
柑 2003，5

表。 表紙イラスト詳細

で
、
「
学
生
」
「
社
会
人
」
「
そ
の
他
」
と
い
っ
た
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
の
み
印
が
あ
る
も
の
、
か
つ
双
方
と
も

他
の
同
一
の
と
こ
ろ
に
印
が
あ
る
作
品
は
三
二
点
、
割
合
は
五
六
%
に
上
っ
て
い
る
。

作
中
で
主
人
公
に
「
ト
ラ
ウ
マ
」
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
六
四
点
中
二
七
点
、

四
割
以
上
の
主
人
公

が
何
ら
か
の
心
的
傷
を
負
っ
て
い
る
計
算
で
あ
る
。
こ
の
ト
ラ
ウ
マ
の
原
因
に
は
、
過
去
に
加
、
え
ら
れ
た

性
的
暴
力
、
身
近
な
人
聞
の
死
、
家
庭
環
境
(
両
親
の
不
和
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
多
く
見
ら

れ
る
原
因
は
、
死
と
性
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

「
死
の
モ
チ
ー
フ
」
と
し
て
示
し
た
死
を
め
ぐ
る
作
品
は
、
六
四
点
中
二

O
点
を
数
え
、
全
体
の
三
割

に
及
ぶ
。
そ
の
中
で
も
半
数
が
、
主
要
登
場
人
物
が
物
語
中
に
死
亡
す
る
、
物
語
が
主
人
公
の
死
を
も
っ

て
終
わ
る
、

と
い
っ
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
直
接
死
が
描
か
れ
な
く
と
も
、
死
に
関
わ
る
作
品
は
多
い
。

『
終
わ
り
の
な
い
ラ
ブ
ソ
ン
グ
』
で
は
、
「
受
」
は
自
分
た
ち
の
恋
の
行
方
に
常
に
「
死
」
と
い
う
結
末
を

見
続
け
る
。
実
際
、
「
エ
タ
l
ナ
ル
|
|
永
遠
に
|
|
」
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
つ
い
た
八
巻
に
お
い
て
は
、

「
攻
」
に
後
追
い
の
約
束
で
性
行
為
の
最
中
に
殺
さ
れ
る
、

と
い
う
「
幸
せ
な
夢
」
を
見
て
ラ
ス
ト
を
迎

え
る
。
「
タ
ク
ミ
く
ん
シ
リ
ー
ズ
」
も
、

一
巻
で
は
主
人
公
の
託
生
に
幼
少
時
性
的
悪
戯
を
仕
掛
け
て
い
た

兄
の
死
が
物
語
の
大
き
な
因
子
と
し
て
登
場
す
る
。
吸
血
鬼
一
族
の
カ
ッ
プ
ル
を
描
く
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル

ー
ル
」
は
、

吸
血
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
常
に
濃
厚
な
死
の
気
配
を
漂
わ
せ
る
し
、
死
と
切
り
離
さ
れ
た

大
天
使
同
士
の
愛
憎
を
描
く
『
影
の
館
」

で
は
、

そ
れ
ゆ
え
逆
に
死
と
い
う
観
念
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
。
ま
た
、
短
編
集
で
あ
る
『
サ
ミ
ア
」
「
タ
ブ

l
』
内
の
そ
の
他
の
作
品
に
は
、
恋
人
を
殺
し



描
く
作
品
を
含
め
れ
ば
、

た
幽
霊
や
、
恋
人
と
の
確
執
の
末
自
殺
す
る
少
年
、
青
年
が
主
人
公
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
れ
に
、
死
に
起
因
す
る
「
ト
ラ
ウ
マ
」
を

死
に
関
わ
る
作
品
は
表
①
作
品
の
半
数
を
超
え
る
と
い
え
よ
う
。
表
①
で
は
対
象
作
品
六
四
点
中
三
二
点
、

そ
の
半
数
が
「
J
U
N
E
誌
掲
載
作
品
」
で
あ
っ
た
。

「ボーイズラブJ小説の変化と現在29 

一一1
1
=

一
表
②
(
ニ

O
O
O年
一
二
月

i
ニ
O
O
三
年
五
月
)

表
②
の
「
表
紙
」
は
、
表
①
と
異
な
り
、
「
二
人
」
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
圧
倒
的

多
数
を
占
め
る
。
対
象
と
な
る
一
二
九
点
の
内
一
二
五
点
が
「
二
人
」
、
「
一
人
」
を

描
く
作
品
は
皆
無
で
あ
る
。
表
③
を
み
る
と
、

そ
の
中
で
も
①
「
密
着
し
あ
っ
て
二

人
と
も
目
線
を
読
者
に
向
け
る
」
が
群
を
抜
い
て
多
く
、

全
体
の
六
五
%
以
上
を
占

図③

め
て
い
る
(
図
③
)
。
ま
た
、
二
人
の
ど
ち
ら
か
が
大
き
く
肌
を
見
せ
る
な
ど
、
情
事

を
意
識
さ
せ
る
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
は
、
①
と
次
点
の
②
「
密
着
し
て
片
方
の
み
目
線

を
読
者
に
向
け
る
」
(
図
④
)
を
合
わ
せ
る
と

一
O
一
点
中
四
三
点
、
四
三
%
に
達

す
る
。「

「
攻
」
「
受
」
の
属
性
」
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
一
二
四
点
の
う
ち
、
「
攻
」
が

「
学
生
」
で
あ
る
作
品
は
六
一
点
「
社
会
人
」
が
六
三
点
と
、
「
社
会
人
」
の
ほ
う
が

図④

若
干
で
は
あ
る
が
多
く
、
「
学
生
」
が
上
回
っ
て
い
た
表
①
と
は
趣
を
変
え
る
。
「
受
」

の
ほ
う
は
、
学
生
が
一

O
六
点
、
「
社
会
人
」
が
一
七
点
、
「
そ
の
他
」
が
一
点
と
、
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圧
倒
的
に
「
学
生
」
が
占
め
る
割
合
が
高
い
。
ま
た
、
「
そ
の
他
」
に
該
当
す
る
属
性
を
持
つ
「
攻
」
「
受
」
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

の
も
表
①
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。

「
攻
」
に
「
資
産
持
ち
」
と
い
う
属
性
を
与
え
た
作
品
は
、

一
二
四
点
中
八
三
点
、
六
七
%
に
上
る
。
「
高
学
歴
職
」
は
五
七
点
(
四

六
%
)
、
「
ト
ッ
プ
」
は
四
二
点
(
三
四
%
)
、
「
芸
能
」
は
二
五
点
(
二
O
%
)
と
な
り
、
「
芸
能
」
以
外
は
表
①
と
比
べ
て
二
倍
以
上
の

ア
ッ
プ
で
あ
る
。
特
に
「
資
産
持
ち
」
の
増
加
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
「
芸
能
」
で
も
、
こ
の
「
資
産
持
ち
」
に
印
の
つ
く
割
合
は
、
該

当
作
品
中
の
三
割
程
度
で
あ
っ
た
表
①
と
比
べ
て
八
割
以
上
に
上
っ
て
い
る
。
し
か
も
表
①
の
三
割
は
、
表
②
で
も
続
刊
中
の
一
作
品

(
『
フ
ジ
ミ
シ
リ
ー
ズ
』
)

が
占
め
て
い
る
。
小
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
、
二
つ
以
上
該
当
す
る
「
攻
」
は
八
三
点
で
、

七
割
に
近
く
、
中

に
は
そ
の
四
つ
す
べ
て
に
印
が
つ
く
作
品
も
存
在
す
る
。
「
受
」
の
ほ
う
は
、
「
資
産
持
ち
」

一
五
点
(
一
二
%
)
、
「
高
学
歴
職
」
二
二

点
(
一
八
%
)
、
「
ト
ッ
プ
」

一
五
点
(
一
二
%
)
、
「
芸
能
」
八
点
(
六
%
)
、
二
つ
以
上
に
該
当
す
る
作
品
も
三
点
(
五
%
)
と
、
ト
!

タ
ル
で
み
る
と
表
①
と
大
き
な
差
は
な
い
。
「
攻
」
「
受
」
に
お
い
て
、
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
の
み
印
が
あ
る
、
も
し
く
は
双
方
と
も
そ
の

他
の
同
一
の
と
こ
ろ
に
印
が
あ
る
作
品
数
は
一
五
点

一
二
%
と
な
り
、
半
数
近
く
該
当
し
た
表
①
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た

五
点
中
六
点
は
、

ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
ゲ
l
ム
を
小
説
化
し
た
『
好
き
な
も
の
は
好
き
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い

H
』
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

「
ト
ラ
ウ
マ
」
を
持
つ
主
人
公
(
た
ち
)
は
、

一
二
九
点
中
一
九
点
で
、
そ
の
割
合
は
一
五
%
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

八
八
年
に
出

服
さ
れ
た
単
行
本
の
再
録
で
あ
る
、
栗
本
薫
の
『
朝
日
の
あ
た
る
家
』
と
『
好
き
な
も
の
は
好
き
i
』
が
九
点
を
数
え
る
。
ト
ラ
ウ
マ

の
原
因
と
し
て
は
、
身
近
な
人
の
死
(
う
ち
「
朝
日
i
』
五
点
)
や
家
庭
環
境
の
他
に
、
自
ら
が
有
名
人
(
に
な
っ
た
)
と
い
う
こ
と

に
端
を
発
す
る
友
人
や
恋
人
の
裏
切
り
が
何
点
か
見
ら
れ
る
。
性
的
暴
力
に
起
因
す
る
も
の
は
一
点
の
み
で
、

四
点
を
数
え
る
『
好
き

な
も
の
は
好
き
i
』
で
は
、
そ
の
作
品
の
性
質
上
ト
ラ
ウ
マ
の
原
因
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。



「
死
の
モ
チ
ー
フ
」
の
欄
に
該
当
す
る
作
品
は

で
、
そ
の
三
割
以
上
が
「
死
」
と
直
接
的
に
関
わ
っ

一
二
四
点
中
七
点
(
六
%
)

て
い
た
表
①
と
は
趣
を
変
え
る
。
し
か
し
表
②
で
も
、
主
人
公
の
両
親
、
片
親
が
死
亡
と
い
う
設
定
の
作
品
は
多
い
。
だ
が
、
物
語
の

な
か
で
、
そ
れ
ら
は
完
全
に
決
着
の
つ
い
た
過
去
の
こ
と
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
場
合
が
非
常
に
多
く
、
扱
わ
れ
る
「
死
」
は
、
「
朝

日
1
』

の
五
点
を
除
く
と
、
人
外
の
化
物
が
登
場
し
、
凄
惨
な
殺
裁
と
淫
磨
な
性
行
為
が
平
行
し
て
描
か
れ
る
ホ
ラ
l
タ
ッ
チ
の
二
作

品
の
み
と
な
る
。
表
②
に
お
い
て
「
J
U
N
E
誌
掲
載
作
品
」
は
六
点
に
と
ど
ま
る
。
う
ち
五
点
は
『
フ
ジ
ミ
シ
リ
ー
ズ
』
で
あ
っ
た
。
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三
、
相
違
事
項
の
考
察

一一T
l

一
「
攻
」
「
受
」
の
「
属
性
」

で
は
次
に
、
表
①
、
表
②
の
デ
l
タ
に
基
く
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
表
①
②
の
聞
に
は
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
た
。
し
ば
し
ば

「
関
係
性
の
物
語
」
と
評
さ
れ
る
男
性
同
性
愛
物
語
ゆ
え
に
、
ま
ず
、
「
「
攻
」
「
受
」
の
属
性
」
か
ら
そ
の
考
察
を
は
じ
め
て
み
よ
う
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
表
①
で
は
「
学
生
」
が
優
勢
だ
っ
た
「
攻
」
の
比
率
は
、
表
②
で
は
「
社
会
人
」
が
上
回
り
、

か
っ
そ
の
七
割

近
く
が
「
資
産
持
ち
」
に
該
当
す
る
。
そ
れ
は
表
①
の
該
当
率
の
二
・
六
倍
に
当
た
る
。
ま
た
、

小
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
重
複
し
て
印
を
持

つ
割
合
は
、

一
二
%
か
ら
六
七
%
、
こ
れ
も
三
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
「
受
」
は
小
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
大
し
た
差
は
見
ら
れ
な
い

も
の
の
、
「
学
生
」
の
占
め
る
割
合
が
五
二
%
か
ら
八
五
%
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
表
②
に
お
い
て
は
、
「
受
」
の
ほ
と
ん
ど
は
「
学
生
」

な
の
で
あ
る
。

で
は
逆
に
、
表
①
か
ら
表
②
に
向
か
っ
て
減
少
し
て
い
る
の
は
何
か
。
減
少
と
い
う
点
で
は
、
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
「
そ

の
他
」

の
み
に
該
当
す
る
作
品
の
そ
れ
が
目
立
つ
。
表
①
で
は
「
そ
の
他
」
同
士
の
関
係
を
描
く
作
品
は
一
四
点
で
あ
り
、

カ
ッ
プ
ル
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の
約
二
五
%
が
「
そ
の
他
」
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
②
で
は
そ
う
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
は
存
在
し
な
い
ば
か
り
か
、
「
そ
の
他
」
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の
み
に
該
当
す
る
「
攻
」
は
皆
無
で
、
「
受
」
も
わ
ず
か
一
点
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
の
み
印
が
あ
る
、
も
し
く
は
「
攻
」

「
受
」
双
方
と
も
小
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
同
一
の
項
目
に
印
が
あ
る
と
い
う
作
品
も
、

五
六
%
か
ら
二
一
%
へ
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

表
①
の
「
そ
の
他
」
は
、
多
く
が
異
世
界
の
存
在
(
天
使
、
宇
宙
人
な
ど
)
か

一
種
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

「
そ
の
他
」
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
と
は
、
同
じ
世
界
を
共
有
す
る
二
人
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
し
か
印
が

無
い
と
い
う
こ
と
は
、
作
品
内
容
か
ら
見
て
も
、
特
記
事
項
の
無
い
ご
く
一
般
的
な
学
生
や
社
会
人
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
)
同
士
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
同
一
の
項
目
に
印
が
つ
く
の
も
、

や
は
り
内
容
か
ら
み
て
二
人
が
同
程
度
の
境
遇
に
あ
る
と
解
せ
る
。

つ
ま
り
、

そ
れ

ら
は
同
じ
目
線
で
関
係
を
結
ん
で
い
る

(
印
)

で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
実
そ
の
多
く
が
、
関
係
の
中
に
ラ
イ
バ
ル
心
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
葛
藤
を
描
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

(
も
し
く
は
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
)
関
係
、
言
い
換
え
れ
ば
、
対
等
な
関
係
と
解
釈
で
き
る
の

「S
T
A
Y
』
『
銀
の
エ
チ
ュ
ー
ド
』
は
音
楽
に
打
ち
込
む
少
年
た
ち
の
競
争
心
と
成
長
を
描
く
物
語
で
あ
り
、
『
暁
の
瞳
』
は
育
つ

た
環
境
の
異
な
る
ア
ラ
ブ
の
王
子
た
ち
が
対
等
な
関
係
を
求
め
て
国
を
出
る
物
語
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ポ
リ
シ
ー
』
は
、
高
校
に
通
い
な

が
ら
モ
デ
ル
業
を
こ
な
す
少
年
と
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
男
の
プ
ロ
意
識
が
競
わ
れ
、
『
私
立
「
海
峰
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
』
『
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
』

『
影
の
館
』
に
は
、
幼
馴
染
み
ゃ
親
友
と
い
う
対
等
な
関
係
が
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
る
「
受
」
の
葛
藤
が
描
か
れ
る
。
さ
ら
に
「
花
鳥

風
月
ト
ラ
ッ
プ

N
I
G
H
T
』
で
は
、
ど
ち
ら
が
男
性
役
か
を
も
め
た
挙
旬
、
二
回
目
の
行
為
時
に
は
「
攻
」
「
受
」
が
入
れ
替
わ
っ
て

し
ま
、

1
項
目
が
違
っ
て
も

O
の
数
が
「
攻
」
「
受
」
と
も
同
じ
作
品
で
あ
る
『
幼
刷
染
み
』
で
も
、
同
じ
く
対
等
な
関
係
の
変
化
を
恐

れ
る
「
受
」
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、

O
の
数
は
異
な
る
も
の
の
「
そ
の
他
」
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル

l
ル
』
に

お
い
て
は
、

ほ
ぽ
同
時
期
に
生
ま
れ
な
が
ら
体
格
他
の
面
で
優
れ
た
「
攻
」
(
長
の
息
子
)
に
対
す
る
、
「
受
」
の
時
に
愛
情
を
凌
ぐ
ほ



ど
の
強
烈
な
ラ
イ
バ
ル
心
と
対
等
へ
の
渇
望
が
随
所
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
作
品
を
含
め
る
と
、
表
①
で
は
対
象
作
品
の

七
割
近
く
が
対
等
な
関
係
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

表
②
で
は
、
該
当
す
る
一
五
点
の
内
、
六
点
が
『
好
き
な
も
の
は
好
き
1
』
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

パ
ソ
コ
ン
ゲ
i
ム
を
ノ
ペ
ラ
イ
ズ
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
謎
や
事
件
を
解
決
す
る
た
め
の
少
年
た
ち
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
生
成

が
物
語
の
要
点
で
あ
っ
て
、
少
々
事
情
が
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
実
質
は
九
点
と
み
な
せ
る
の
だ
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
作
品
に
、
表

「ポーイズラブJ小説の変化と現在

①
の
様
な
表
だ
っ
た
ラ
イ
バ
ル
心
や
対
等
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
ガ
マ
ン
で
き
な
い
っ
!
』
『
ど
こ
ま
で
も

好
き
に
さ
せ
て
」
『
ご
褒
美
は
レ
l
ス
の
あ
と
で
』
『
叫
ん
で
や
る
ぜ
!
』
は
)
同
様
の
立
場
に
あ
る
同
年
代
の
少
年
(
青
年
)
た
ち
の

物
語
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
「
攻
」
に
何
か
と
差
を
つ
け
ら
れ
る
「
受
」
が
抱
く
の
は
、
ラ
イ
バ
ル
心
で
は
な
く
「
攻
」
へ
の
憧
れ
の
気

持
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
『
医
学
教
室
の
密
や
か
な
夜
』
『
コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
手
に
入
れ
ろ
!
』
『
誘
惑
す
ん
な
よ
!
』
『
夢
中
に
さ
せ
て

さ
せ
な
い
で
』
『
夢
で
も
逢
い
ま
し
ょ
う
』
で
は
、
「
攻
」
「
受
」
の
聞
に
年
齢
や
立
場
に
よ
る
格
差
(
教
師
と
生
徒
な
ど
)
が
存
在
す
る

が
、
『
ポ
リ
シ
ー
』
の
よ
う
に
そ
れ
で
も
競
え
る
と
こ
ろ
で
競
お
う
と
す
る
気
概
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
存
在
し
な
い
。
「
受
」

は
上
下
関
係
を
始
め
か
ら
当
た
り
前
に
受
け
入
れ
、

そ
れ
ゆ
え
に
同
位
置
を
目
指
し
た
り
は
せ
ず
、
そ
の
被
保
護
者
的
な
住
置
を
心
地

よ
く
感
じ
て
い
る
。

「
「
攻
」
「
受
」
の
属
性
」
に
お
い
て
、
表
①
か
ら
表
②
で
見
ら
れ
る
変
化
は
、
男
性
同
士
の
関
係
で
こ
そ
表
現
で
き
る
と
さ
れ
て
い

た
「
対
等
な
関
係
性
」
の
大
幅
な
減
少
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
替
わ
っ
て
登
場
し
た
と
い
え
る
の
が
、
財

力
と
権
力
を
持
つ
「
攻
」
と
「
学
生
」
の
「
受
」
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
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表
②
で
は
、
「
攻
」
に
単
な
る
社
会
人
や
学
生
以
上
の
多
様
な
属
性
が
課
さ
れ
て
い
た
。
属
性
の
多
さ
と
は
言
い
換
え
れ
ば
制
限
の
多



介
入
し
て
く
る
存
在
と
し
て
現
わ
れ
る
。
権
力
を
持
た
な
い
「
子
供
」
は
、

き
で
あ
り
、
制
限
の
多
い
人
間
と
は
す
な
わ
ち
「
大
人
」
で
あ
る
。
「
大
人
」
は
「
子
供
」
に
と
っ
て
、
時
に
理
不
尽
な
権
力
を
行
使
し

(
日
)

た
だ
そ
れ
を
受
け
入
れ
身
を
任
す
被
介
入
者
で
あ
る
。
表
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②
の
「
受
」
は
、
立
場
上
に
歴
然
と
設
け
ら
れ
た
「
攻
」
と
の
格
差
の
下
、
大
し
た
反
発
も
な
く
下
位
者
の
立
場
を
受
け
入
れ
、

そ
れ

に
疑
問
を
持
つ
こ
と
も
な
い
。
実
際
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
普
通
の
学
生
」
の
立
場
に
お
か
れ
る
「
受
」
に
と
っ
て
、
「
攻
」
は
、
教
師

(
『
黒
崎
先
生
の
恋
愛
教
育
』
『
校
医
様
は
夜
の
暴
君
』
「
そ
の
冷
や
や
か
な
唇
で
』
他
)
や
、
学
校
の
理
事
長
(
『
理
事
長
様
の
お
気
に

入
り
シ
リ
ー
ズ
』
『
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
恋
愛
契
約
」
他
)
、
ま
た
は
理
事
長
の
一
族
兼
教
師
も
し
く
は
生
徒
会
長
(
『
無
駄
な
抵
抗
は
お

や
め
な
さ
い
』
『
恋
は
い
つ
で
も
強
引
に
』
『
だ
か
ら
好
き
っ
て
言
わ
せ
た
い
!
シ
リ
ー
ズ
』
『
恋
の
は
じ
ま
り
は
大
胆
不
敵
』
『
息
も
で

き
な
い
放
課
後
』
他
)
、
金
銭
的
援
助
者
(
『
恋
の
し
か
け
は
念
入
り
に
』
『
後
見
人
の
ふ
ら
ち
な
欲
望
』
他
)
と
い
っ
た
明
瞭
な
上
位
者

(
権
力
者
)
と
し
て
登
場
し
、
「
受
」
を
従
え
翻
弄
す
る
。
中
に
は
更
に
、
従
属
的
な
関
係
に
対
す
る
「
受
」
の
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

快
感
を
は
っ
き
り
と
描
く
作
品
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
(
「
そ
の
冷
や
や
か
な
唇
で
』
『
無
駄
な
抵
抗
は
お
や
め
な
さ
い
』
他
)
。
こ
う
い

っ
た
上
下
関
係
の
明
確
な
「
攻
」
「
受
」
の
関
係
設
定
は
、
性
行
為
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
こ
と
さ
ら
明
確
な
も
の
に
し
、
「
受
」
側

に
中
心
を
お
い
た
濃
密
な
性
的
快
楽
の
描
写
を
可
能
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

=
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「
卜
ラ
ウ
マ
」
と
「
死
の
モ
チ
ー
フ
」

で
は
、
「
ト
ラ
ウ
マ
」
と
「
死
の
モ
チ
ー
フ
」
は
ど
う
か
。
表
①
と
表
②
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
「
ト
ラ
ウ
マ
」
「
死
の
モ
チ
ー
フ
」

も
、
表
②
に
お
い
て
大
幅
な
減
少
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
物
語
に
お
い
て
描
か
れ
る
「
ト
ラ
ウ
マ
」
と
「
死
」
は
、
「
痛
み
」

を
持
つ
人
聞
の
特
化
と
、
悲
壮
さ
と
美
を
伴
う
一
種
の
崇
高
性
(
ド
ラ
マ
性
)
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ



ら
は
ま
た
、
失
っ
て
し
ま
っ
た
何
か
、

そ
こ
に
は
既
に
な
い
何
か
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

「
死
」
は
イ
コ
ー
ル
欠
損
で
あ
り
、
ま
た
「
ト
ラ
ウ
マ
」
は
そ
の
原
因
を
、
失
っ
て
し
ま
っ
た
大
切
な
人
(
身
近
な
人
の
死
)
や
、

失
わ
れ
た
識
れ
な
い
自
分
(
過
去
の
性
的
暴
力
)
、
失
く
し
て
し
ま
っ
た
安
ら
げ
る
居
場
所
(
両
親
、
家
庭
の
不
和
)

へ
の
執
着
、
と
置

き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
過
去
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
ト
ラ
ウ
マ
」
と
「
死
」
と
は
、

一
度
獲
得
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
失
く
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

そ
れ
に
関
わ
る
人
々
が
注
意
を
引
か
れ
ず
に
は
お
れ
な
い
欲
望
の

「ボーイズラブJ小説の変化と現在

中
心
を
形
作
る
。
そ
れ
故
、

そ
の
二
つ
を
色
濃
く
描
い
た
物
語
は
、
読
者
の
注
意
を
も
惹
き
付
け
て
、
物
語
を
中
心
的
に
回
す
要
と
な

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
中
心
と
な
っ
て
物
語
を
動
か
す
た
め
に
、

「
ト
ラ
ウ
マ
」
や
「
死
」
が
描
か
れ
る
作
品
で
は
、

そ
の
他
の
物
語
的
要
素
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
、
二
次
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
二
つ
の
要
素
が
、
描
か
れ
る
そ
の
他
の
出
来
事
を
何
ら
か
の
形
で
吸

収
ま
た
は
収
散
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
読
者
が
実
は
何
よ
り
性
描
写
を
堪
能
し
て
い
た
と
し
て
も
、
描
か
れ
る
「
ト

ラ
ウ
マ
」
や
「
死
」
が
、
物
語
全
体
の
印
象
を
痛
ま
し
く
ま
た
ど
こ
か
崇
高
な
も
の
へ
と
置
き
換
え
、
意
識
上
で
の
昇
華
を
行
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
「
ト
ラ
ウ
マ
」
や
「
死
」
と
い
っ
た
物
語
要
素
が
、
性
的
表
現
に
対
峠
す
る
読
者
の
意
識
を
、
無
理
な
く
ず
ら

す
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
表
②
に
お
い
て
「
ト
ラ
ウ
マ
」
や
「
死
の
モ
チ
ー
フ
」
は
大
幅
に
減
少
す
る
。
さ
ら
に
「
好
き
な
も
の
は

好
き
i
』
『
朝
日

i
』
と
い
っ
た
あ
る
意
味
特
殊
な
作
品
を
除
く
と
、
そ
の
割
合
は
ど
ち
ら
も
一
桁
に
落
ち
る
。
し
か
も
、
表
②
の
中
で

「
死
」
を
描
い
た
二
作
品
(
『
ヒ
ト
ミ
の
な
か
の
呪
文
』
『
純
血
の
艦
』
)
は
、
壮
絶
な
死
を
描
き
な
が
ら
も
、
性
的
描
写
か
ら
白
を
そ
ら
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す
こ
と
を
血
む
よ
う
に
、
二
作
品
と
も
に
濃
厚
な
性
描
写
で
物
語
の
幕
を
開
け
る
の
で
あ
る
。
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表
②
の
作
品
で
は
、
性
を
消
費
す
る
際
に
設
け
ら
れ
て
い
た
「
ト
ラ
ウ
マ
」
や
「
死
」
と
い
っ
た
一
種
の
「
い
い
わ
け
」
は
、

ほ
と

ん
ど
消
滅
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
対
等
な
関
係
性
へ
の
希
求
も
大
き
な
後
退
を
み
せ
る
。
こ
れ
は
逆
に
見
れ
ば
、

表
①
の
初
期
作
品
に
お
け
る
男
性
同
士
の
恋
愛
(
性
行
為
)

が
、
死
・
ト
ラ
ウ
マ
・
対
等
と
い
う
事
柄
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
表
②
の
作
品
は
、

そ
の
男
性
同
士
の
恋
愛
が
有
し
て
い
た
よ
う
な
意
味
づ
け
を
、

ほ
ぽ
す
べ
て
削
ぎ
落

と
す
よ
う
に
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
。
そ
し
て
、
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
も
の
の
替
わ
り
に
挿
入
さ
れ
る
の
が
、
大
量
の
性
行

為
描
写
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
表
②
に
お
い
て
対
象
作
品
点
数
の
も
っ
と
も
多
い
作
家
の
一
人
、
南
原
兼
の
作
品
に
お
い
て
も
顕
著

に
現
れ
て
い
る
。

南
原
兼
は
、
他
社
の
レ
ー
ベ
ル
に
お
い
て
も
看
板
的
な
人
気
作
家
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
作
品
点
数
は
、
現
在
(
九
七
年
七
月
l
二

(ロ)

O
O
三
年
八
月
)
八
一
点
を
数
え
る
。
『
え
ん
ど
れ
す

-vツ
イ
ン
ズ
』
は
、
離
れ
て
育
っ
た
双
子
の
恋
愛
を
描
く
シ
リ
ー
ズ
最
終
巻
で
あ

る
が

シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
、
予
想
さ
れ
る
禁
忌
へ
の
葛
藤
や
互
い
へ
の
ラ
イ
バ
ル
心
は

(
兄
が
ど
ち
ら
か
と
じ
ゃ
れ
あ
う
程
度
で
)

ま
っ
た
く
描
か
れ
な
い
。
そ
し
て
、
小
カ
テ
ゴ
リ
ー
す
べ
て
に
該
当
す
る
「
攻
」
と
、
可
愛
く
て
少
し
抜
け
て
い
る
「
受
」
が
登
場
す

一
八
一
項
中
六
五
項
、
本
文
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
の
で
あ

る
こ
の
作
品
の
性
行
為
描
写
(
素
肌
へ
の
接
触
以
降
を
該
当
)
は

る

エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
や
、
服
を
脱
が
せ
る
な
ど
の
前
戯
的
行
為
を
加
え
る
と
、
こ
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
性
的
表
現

で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

表
①
と
表
②
に
お
い
て
、
物
語
に
お
け
る
性
的
表
現
の
ス
タ
ン
ス
は
著
し
い
変
化
を
見
せ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
変
化
を
更
に
可
視
的

に
見
せ
つ
け
る
の
が
、
本
の
顔
と
も
言
う
べ
き
表
紙
イ
ラ
ス
ト
の
変
化
で
あ
る
。
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表
紙
イ
ラ
ス
ト

表
①
で
は
、

そ
の
三
割
以
上
が
「
一
人
」
の
少
年
(
青
年
)

の
イ
ラ
ス
ト
で
あ
り
、
ま
た
全
体
の
八
割
近
く
が
、
読
者
に
目
線
を
向

け
な
い
構
図
を
取
っ
て
い
た
。
中
で
も
最
も
多
か
っ
た
の
が
、
目
線
を
読
者
に
む
け
な
い
「
一
人
」
の
少
年
(
青
年
)
が
描
か
れ
た
イ

ラ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
見
返
さ
な
い
眼
差
し
は

い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

絵
の
中
か
ら
こ
ち
ら
を
見
返
す
眼
差
し
は
、
実
は
我
々
が
気
付
く
前
か
ら
既
に
我
々
を
見
つ
め
て
い
る
。
「
絵
が
私
を
見
つ
め
て
い
る

「ボーイズラプ」小説の変化と現在

ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
(
一
九
九
五
・
二
三
五
)

点
か
ら
は
、
私
は
絵
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

が
絵
画
と
視
線
に
つ
い
て
そ
う

語
っ
た
よ
う
に
、
我
々
は
、
そ
の
眼
差
し
の
前
に
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
は
言
い
得
な
い
不
安
を
見
て
い
る
者
に
も
た
ら
す
。
な
ぜ
な
ら
、
見
て
い
る
者
自
身
が
、
実
は
見
ら
れ
る
対
象
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
逆
に
、
見
る
者
の
前
に
体
を
さ
ら
し
、
眼
差
し
を
そ
ら
す
対
象
は
、
ま
さ
し
く
見
ら
れ
る
対
象
と
し
て
現
れ
る
。
そ
ら
さ
れ
た

眼
差
し
は
、

見
る
者
自
身
が
対
象
(
他
者
)
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
不
安
を
見
る
者
に
与
え
な
い
。
ゆ
え

に
、
こ
ち
ら
に
視
線
を
向
け
な
い
少
年
に
対
峠
す
る
読
者
(
見
る
者
)

は
、
そ
こ
に
何
を
見
て
も
巻
め
ら
れ
る
事
は
な
い
。
そ
し
て
ま

た
、
対
象
で
あ
る
少
年
(
青
年
)

が
、
そ
ら
し
た
瞳
で
何
を
見
つ
め
て
い
る
の
か
を
知
り
え
な
い
と
い
う
事
実
が
、

さ
ら
に
読
者
を
自

由
に
す
る
。
描
か
れ
た
少
年
は
、
読
者
(
見
る
者
)

が
見
た
い
よ
う
に
見
て
捉
え
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
を
許
す
存
在
で
あ
る
。

見
つ
め
返
さ
な
い
眼
差
し
は
、

見
る
者
に
見
る
者
自
身
の
現
実
を
突
き
つ
け
は
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
絵
(
イ
ラ
ス
ト
)
は
、

見

返
さ
な
い
か
ら
こ
そ
の
都
合
の
よ
い
鏡
像
に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
多
数
の
「
見
つ
め
返
さ
な
い
少
年
」
に
、
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
か
ら
続
く
、
少
年
を
自
己
(
女
性
)

の
理
想
的
似
姿
(
理
想
像
)
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と
す
る
思
考
の
存
在
を
感
じ
取
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
描
か
れ
る
「
一
人
の
少
年
」
と
い
う
構
図
自
体
か
ら
も
透
か

し
見
る
事
が
で
き
る
。

表
①
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト
に
描
か
れ
た
「
二
人
」
の
う
ち
、

そ
の
五
割
以
上
を
占
め
る
の
は
、
五
い
に
距
離
(
空
間
)
を
お
い
て
立
つ

少
年
(
青
年
)
た
ち
で
あ
る
。
「
一
人
」
の
少
年
(
二
二
点
)
を
加
え
る
と
、
全
体
の
七
割
近
く
が
、
た
と
え
二
人
で
描
か
れ
て
い
て
も

自
ら
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
保
っ
て
表
紙
の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
。
「
一
人
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
二
人
」
で
あ
っ
て
も
設

け
ら
れ
た
互
い
の
聞
の
距
離
は
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
個
人
と
い
う
も
の
に
根
ざ
し
た
恋
の
物
語
で
あ
る
と
い
う
、
「
個
人
」
の
強
調
を
表

象
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
物
語
の
中
で
描
か
れ
る
対
等
な
関
係
や
、
互
い
に
属
性
の
少
な
い
主
人
公
た
ち
な
ど

か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
、
何
も
の
に
も
邪
魔
さ
れ
な
い
自
分
自
身
(
個
人
)
と
し
て
恋
愛
に
望
む
少
年

こ
そ
、
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
の
頃
よ
り
女
性
に
と
っ
て
の
理
想
の
原
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
ん
な
「
一
人
の
少
年
」
は
、
表
②
で
は
見
事
に
消
滅
す
る
。
表
紙
イ
ラ
ス
ト
の
九
割
近
く
が
「
密
着
し
た
二
人
」
を
描

き
、
ま
た
全
体
の
八
割
は
、
わ
ざ
わ
ざ
体
を
ね
じ
っ
て
で
も
視
線
を
読
者
に
向
け
て
く
る
。
こ
ち
ら
を
見
つ
め
る
こ
と
に
明
確
な
意
思

を
持
っ
た
眼
差
し
は
、
読
者
を
い
や
お
う
な
く
そ
の
場
に
縫
い
と
め
る
。
読
者
は
そ
の
眼
差
し
に
よ
っ
て
、
「
二
人
」
が
示
唆
す
る
性
的

な
場
面
へ
と
直
結
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
読
者
は
、
既
に
表
紙
イ
ラ
ス
ト
か
ら
カ
ッ
プ
ル
の
性
的
行
為
に
直
面
し
て
い
る

と
さ
え
い
え
る
の
だ
。

こ
の
「
密
着
し
た
二
人
」
は
、
個
人
と
個
人
が
結
び
つ
い
た
「
二
人
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
始
め
か
ら
「
二
人
」
で
一
つ
の
も
の
で

あ
る
。
ゆ
え
に
表
②
で
は
、
個
別
化
を
跡
付
け
る
記
憶
と
し
て
の
「
ト
ラ
ウ
マ
」
や
、
「
死
」
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
と
の
遭
遇
は
ほ
と
ん

ど
描
か
れ
な
い
と
も
い
え
る
。
き
わ
め
て
狭
小
に
定
め
ら
れ
た
型
の
中
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
化
す
る
関
係
は
、
個
人
で
あ
る
こ
と
を
前



提
と
し
た
恋
愛
関
係
の
無
効
化
と
、
「
二
人
」
を
基
準
と
す
る
性
描
写
中
心
の
物
語
へ
の
シ
フ
ト
を
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
表
①
と
②
の
作
品
の
方
向
性
の
相
違
は
、
初
期
よ
り
現
在
も
続
刊
中
の
『
タ
ク
ミ
く
ん
シ
リ
ー
ズ
」
と
『
フ
ジ
ミ
シ
リ

ー
ズ
』
の
表
紙
に
お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
表
②
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
、
露
骨
に
睦
み
あ
う
「
二
人
」
を
描
く
な
か
、
『
タ
ク
ミ
く

ん
』
『
フ
ジ
ミ
』
、
合
わ
せ
て
八
冊
の
表
紙
に
描
か
れ
る
の
は
、
軽
く
触
れ
あ
う
程
度
の
「
読
者
に
目
線
を
向
け
な
い
二
人
」
で
あ
り
、

{
臼
)

そ
れ
は
大
勢
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
る
(
図
⑤
)
。
こ
れ
ら
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
現
在
の
作
品
同
様
「
攻
」
「
受
」
の
立
場
に
大
き
な

「ボーイズラブJ小説の変化と現在

格
差
(
大
企
業
の
御
曹
司
と
一
般
人
と
い
っ
た
)
を
設
け
な
が
ら
も
、

そ
の
主
要
モ
チ
ー
フ
に
そ
れ
ぞ
れ
「
恋
愛
そ
の
も
の
」
と
「
二

人
の
音
楽
家
と
し
て
の
成
長
」
を
据
え
て
い
る
。
決
し
て
性
愛
で
は
な
く
、
「
恋
愛
」
と
い
う
言
葉
が
保
ち
続
け
る
夢
や
憧
れ
と
い
っ
た

部
分
を
、
少
年
た
ち
の
純
粋
な
恋
と
い
う
形
で
紡
ぐ
『
タ
ク
ミ
く
ん
』
(
事
実
、
性
描
写
は
表
①
他
と
比
べ
て
も
抽
象
度
が
高
い
)
と
、

同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
互
い
を
高
め
あ
う
理
想
的
な
恋
愛
を
描
く
『
フ
ジ
ミ
』
の
表
紙
は
、
「
二
人
」
で
あ
っ
て
も
や
は
り
描
か
れ
て
い

{M) 

る
の
は
「
一
人
ず
つ
の
少
年
(
青
年
こ
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

一一T
四

作
者
と
読
者

以
上
の
よ
う
な
相
違
は
、

お
そ
ら
く
そ
の
作
者
陣
の
変
容
と
無
関
係
で
は
な
い
。

実
際
、
表
①
に
お
い
て
対
象
作
品
の
作
家
一
九
人
(
岸
田
理
生
は
省
く
)
中
、
現
在

ル
ピ
l
文
庫
で
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
秋
月
、
川
原
、
ご
と
う
、
吉
原
の
四
人
の
み

で
、
ほ
ぽ
総
入
れ
替
え
の
状
況
で
あ
る
。
ま
た
残
り
一
五
人
の
う
ち
、
原
田
、
栗
本
、
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桐
原
、
小
林
、
荘
山

の
り
す
・
は
l
ぜ
、
武
石
、
三
田
の
八
人
は
九
七
年
以
降
、

図⑤
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ま
た
森
内
は
九
九
年
以
降
、

ボ
ー
イ
ズ
ラ
プ
作
品
企
書
き
下
ろ
し
て
い
な
い
。

表
①
の
作
者
の
う
ち
、
栗
本
と
三
田
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
一
九
五
三
年
と
五
九
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

生
年
の
記
載
は
な
い
が
、
大
学
卒
業
後
に
他
の
仕
事
を
プ
ロ
と
し
て
こ
な
す
傍
ら
作
家
活
動
を
始
め
た
原
田
や
桐
原
、

の
り
す
・
は
l

ぜ
、
八

0
年
代
前
半
に
既
に
著
作
を
持
つ
武
石
、
因
子
も
、
お
お
む
ね
一
九
五

0
年
代
生
ま
れ
と
推
測
し
て
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

(
日
)

現
在
も
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
る
八
人
中
、
秋
月
・
尾
鮭
・
須
和
・
吉
原
の
四
人
は
、
中
島
梓
(
栗
本
薫
)
が
『
J
U
N
E
』
誌
上
で

連
載
、
指
導
を
行
っ
て
い
た
「
小
説
道
場
」
の
「
門
下
生
」
で
あ
る
。
八

0
年
代
の
読
者
、
投
稿
者
と
も
「
一

O
代
後
半
、
二

O
代
が

多
か
っ
た
」
と
語
る
中
島
(
一
九
九
五
b
・
一
一
九
)
の
言
葉
な
ど
か
ら
、
彼
女
た
ち
は
ほ
ぽ
六

0
年
代
半
ば
の
生
ま
れ
と
推
定
で
き
る
。

表
②
で
は
、
表
①
か
ら
の
書
き
子
五
人
(
栗
本
合
む
)
と
高
口
里
純
を
除
く
四
一
人
の
う
ち
二
九
人
、

七
割
以
上
の
作
者
の
商
業
誌

初
出
が
九
七
年
以
降
で
あ
り
、

か
つ
、

そ
の
う
ち
一
九
人
の
初
出
は
二

O
O
O年
以
降
で
あ
る
。
作
者
の
生
年
は
や
は
り
ほ
と
ん
ど
記

載
さ
れ
な
い
た
め
、

そ
の
正
確
な
年
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

そ
の
商
業
誌
初
出
年
と
現
在
の
ポ
l
イ
ズ
ラ
ブ
作
者
の
多
く
が
関

わ
る
同
人
誌
(
学
生
時
代
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
が
多
い
)

の
存
在
か
ら
考
え
て
、
表
②
の
大
半
の
作
家
の
生
年
は
、

お
よ
そ
七

五
年
前
後
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
唯
一
人
生
年
月
日
を
公
表
し
、
九
六
年
十
月
に
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
い
る

水
戸
泉
の
生
年
は

一
九
七
一
年
で
あ
る
。

で
は
読
者
は
ど
う
か
。
始
め
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
ル
ビ

l
文
庫
は
そ
の
成
立
に
お
い
て
、
女
性
む
け
男
性
同
性
愛
商
業

誌
の
先
輩
と
い
え
る
『
J
U
N
E
』
と
、
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
『
J
U
N
E
』
の
「
カ
リ
ス
マ
」
で
あ
る
栗
本
の
シ
リ

ー
ズ
作
品
の
存
在
や
、
「
門
下
生
」
で
あ
り
読
者
で
あ
っ
た
女
性
た
ち
の
相
次
ぐ
デ
ビ
ュ
ー
、
ま
た
、
八

0
年
代
コ
ミ
ケ
に
お
い
て
絶
大

な
支
持
を
得
て
い
た
ご
と
う
の
シ
リ
ー
ズ
作
品
の
出
版
な
ど
か
ら
考
え
て
も
、
創
刊
初
期
の
ル
ビ

l
文
庫
の
読
者
は
、
六

0
年
代
半
ば



生
ま
れ
の
女
性
た
ち
が
中
心
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
の
ル
ビ

l
文
庫
の
中
心
的
読
者
層
は
、
読
者
の
重
な

り
が
予
想
さ
れ
る
ラ
ピ
ス
文
庫
(
九
七
年
創
刊
)

の
初
版
に
差
し
込
ま
れ
る
折
込
チ
ラ
シ
(
「
B
L
ナ
ビ
」
)

の
読
者
欄
や
、
白
泉
社
花

丸
文
庫
(
同
年
創
刊
)

の
新
人
賞
募
集
要
項
な
ど
か
ら
推
察
す
る
に
、

や
は
り
十
代
か
ら
二

O
代
の
女
性
だ
と
い
え
る
。
実
際
、
二

O

O
二
年
四
月
か
ら
二

O
O
三
年
三
月
ま
で
の
「
B
L
ナ
ビ
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
読
者
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
「
イ
ラ
ス
ト
」
の
職
業
・
学
年

欄
を
集
計
す
る
と
、
小
学
生
一
人
、
中
学
生
四
五
人
、
高
校
生
四
O
人
、
大
学
生
(
短
大
生
含
む
)
四
人
、
専
門
学
校
生
二
人
、

フ
リ

「ボーイズラブJ小説の変化と現在

ー
タ
i
四
人
、。
L 

(
会
社
員
)
五
人
、
主
婦
二
人
、
浪
人
生
一
人
と
い
う
結
果
に
止
り
、
中
で
も
多
か
っ
た
の
は
中
三
(
二
五
人
)

で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
現
在
の
主
な
読
者
の
生
年
は
、

(
一
八
人
)

八
O
年
以
降
、
特
に
八
五
年
前
後
が
中
心

と
高
一

と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
作
者
の
生
年
に
応
じ
て
、
主
に
ル
ビ
l
文
庫
創
刊
以
前
か
ら
作
家
活
動
を
行
い
、

現
在
ポ
l
イ
ズ
ラ
ブ
に
携
っ
て
い
な

い
作
者
を
第
一
世
代
(
生
年
五

0
年
代
)
、
次
に
そ
の
先
達
に
直
接
の
影
響
を
受
け
た
作
者
た
ち
を
第
二
世
代
(
六
五
年
前
後
)
、

現
在

中
心
的
に
筆
を
取
る
作
者
た
ち
を
第
三
世
代
(
七
五
年
前
後
)
と
仮
定
す
る
。
ま
た
、
読
者
に
関
し
て
も
、
創
刊
時
の
主
な
読
者
を
第

そ
し
て
現
在
(
主
に
九
七
年
以
降
}
、
中
心
的
な
消
費
を
担
っ
て
い
る
読
者
を
第
二
世
代
(
八
五
年
前
後
)

一
世
代
(
六
五
年
前
後
)
、

と
す
る
。
表
①
と
表
②
を
、
作
者
・
読
者
の
世
代
別
で
見
る
と
、
作
者
に
お
い
て
は
最
も
大
き
い
と
こ
ろ
で
お
よ
そ
二

O
年
、
時
代
は

下
る
が
読
者
に
も
同
じ
く
二

O
年
程
の
開
き
が
推
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
二

O
年
の
聞
き
は
、
そ
の
ま
ま
社
会
状
況
の
変
化
で
あ
り
、
女

性
の
眼
差
し
の
変
化
で
あ
る
。

第
一
世
代
の
作
者
た
ち
と
「
花
の
二
四
年
組
」
と
呼
ば
れ
た
昭
和
二
四
年
前
後
を
生
年
と
す
る
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
の
作
者
(
女
性
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漫
画
家
)
た
ち
は
、
多
少
の
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぽ
同
様
の
社
会
的
背
景
を
背
負
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
存
の
批
評
、
研
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究
で
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
は
、
「
少
年
」
と
い
う
方
法
で
性
的
な
も
の
と
女
性
を
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
性
に
関
わ
る
事
を
封
じ
ら
れ
て
い
た
当
時
の
少
女
漫
画
に
、
は
じ
め
て
性
に
至
る
回
路
を
与
え
た
。
そ
し
て
同
じ
く
、
「
少
年
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
親
密
に
向
か
い
合
う
二
人
の
関
係
に
「
対
{
対
等
)
」
と
い
う
目
線
を
導
入
し
た
。
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
に
お
け

る
「
少
年
同
士
」
と
は
、

そ
れ
を
女
性
に
許
さ
な
い
時
代
の
趨
勢
の
中
で
、
親
密
な
関
係
に
お
け
る
対
等
な
立
場
と
、
性
的
行
為
を
描

き
出
す
た
め
に
不
可
欠
の
要
素
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
感
覚
は
、
同
様
の
状
況
の
下
で
成
長
し
た
第
一
世
代
の
作
者
た
ち
に

も
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
を
含
む
七

0
年
代
以
降
の
少
女
漫
画
や
、
栗
本
薫
の
著
作
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
読
ん
で
育
っ
た
と
思
わ
れ
る

第
二
世
代
の
作
者
、

そ
し
て
第
一
世
代
の
読
者
た
ち
は
、
女
性
と
性
に
関
し
て
も
変
化
の
著
し
い
社
会
の
影
響
の
下
、

そ
こ
で
示
さ
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
表
現
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
自
分
な
り
に
岨
鴫
し
受
け
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
彼
女
た
ち
が
、
「
男
性
同
士
」
の

関
係
に
葛
藤
や
対
等
、
互
い
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
を
執
拘
な
ほ
ど
記
す
と
共
に
、

(
日
)

た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
よ
う
。

よ
り
露
骨
な
性
的
表
現
を
選
択
し
始
め

第
三
世
代
の
作
者
が
主
に
思
春
期
を
迎
え
始
め
た
頃
、
第
二
世
代
の
作
者
、
第
一
世
代
の
読
者
と
同
世
代
の
女
性
た
ち
を
主
な
構
成

員
と
す
る
「
や
お
い
同
人
誌
」
は
全
盛
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
は
、
同
人
誌
と
い
う
媒
体
の
自
由
さ
ゆ
え
に
、
過
激
で
扇
情
的
な
性
行
為

が
過
剰
に
増
殖
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
第
二
世
代
の
読
者
に
物
心
が
つ
く
頃
に
は
、
「
ポ

l
イ
ズ
ラ
ブ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
既
に
市
場

に
存
在
し
、

さ
ら
に
新
た
な
盛
り
上
が
り
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

女
性
と
性
的
表
現
の
聞
の
距
離
は
、
時
代
を
下
る
ご
と
に
近
づ
い
て
い
く
。

ル
ビ

l
文
庫
が
創
刊
さ
れ
た
頃
、
主
に
そ
の
舵
を
取
っ

て
い
た
の
は
、
「
少
年
(
男
性
)
同
士
」
と
そ
こ
で
描
か
れ
る
性
に
特
別
な
意
味
と
必
然
性
を
感
じ
て
い
た
世
代
で
あ
り
、
読
者
の
中
心



層
も
そ
れ
に
不
自
然
さ
を
感
じ
な
い
世
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
作
者
、
読
者
世
代
の
若
返
り
は
、
「
男
性
同
士
」
の
意
義
自
体
を
徐
々

に
見
失
い
、
残
さ
れ
た
性
的
表
現
を
確
実
に
む
き
出
し
に
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
同
じ
男
性
同
士
の
恋
愛
を
描
い
て
い
て
も
、
初

期
と
現
在
で
は
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
当
初
与
え
ら
れ
て
い
た

意
味
付
け
が
剥
が
れ
落
ち
て
も
、
「
男
性
同
士
」
が
要
請
さ
れ
続
け
る
理
由
は
、
男
性
身
体
に
お
け
る
快
楽
と
い
う
、
女
性
に
は
理
解
で

き
な
い
が
ゆ
え
に
よ
り
強
い
性
的
快
楽
へ
の
想
像
力
を
か
き
た
て
る
表
現
が
、
女
性
た
ち
の
性
的
欲
望
を
煽
る
も
の
と
し
て
受
け
入
れ

「ボーイズラブj小説の変化と現在

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
実
際
、
射
精
や
前
立
腺
と
い
っ
た
男
性
特
有
の

性
的
快
楽
を
示
す
行
為
や
器
官
の
名
称
が
、
九

0
年
代
半
ば
以
降
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

四
、
お
わ
り
に

今
回
、
「
ボ

l
イ
ズ
ラ
ブ
」
の
「
老
舗
」
と
も
い
え
る
、
角
川
ル
ビ

i
文
庫
の
初
期
と
現
在
の
作
品
を
比
較
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ

こ
に
は
確
か
に
「
男
性
同
士
」
の
意
味
づ
け
に
お
い
て
、
大
き
な
変
化
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
男
性
同
性
愛
物
語
は
、

そ
れ
が
有
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
必
然
性
を
剥
ぎ
取
ら
れ
、
欲
望
を
か
き
た
て
る
性
的
な
読
み
物
と
し
て
、
直
接
的
に
女
性
た
ち
の
前

に
存
在
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
作
者
世
代
の
変
化
と
共
に
、
受
け
入
れ
る
読
者
側
の
性
に
対
す
る
意
識
の
変
化
に
も
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
だ
ろ
う
。
現
在
の
読
者
た
ち
は
、
特
殊
な
表
現
が
含
ん
で
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
無
関
係
に
、
あ
る
種
固
定
化
さ
れ
た
型
の
中

で
の
物
語
と

そ
れ
に
伴
う
性
的
表
現
を
こ
そ
享
受
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
女
性
が
描
き
女
性
が
読
む
と
い
っ
た
、

閉
鎖
的
で
ど
こ
か
ナ
イ
ー
ブ
な
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
大
前
提
を
乱
す
、
表
②
に
お
け
る
男
性
作
者
の
参
入

(
『
こ
の
夏
、
突
然
に
』
)
か
ら
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も
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
試
験
的
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
が
、
そ
う
い
っ
た
一
種
の
タ
ブ
ー
を
犯
す
決
断
を
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出
版
社
側
が
行
っ
た
背
景
に
は
、
読
者
が
求
め
る
と
こ
ろ
の
変
化
に
対
す
る
敏
感
な
察
知
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
こ
う
い
っ
た
状
況
に
お
い
て
、
女
性
独
自
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
!
と
は
一
体
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
今
後
、
同
様
の
サ
ブ
・

カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
少
女
漫
画
や
少
女
小
説
な
ど
の
比
較
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
大
雑
把
に
見
渡
し
た
最
近

の
性
を
中
心
的
に
扱
う
サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
、
表
②
で
見
ら
れ
た
の
と
同
じ
関
係
性
(
「
大
人
」

× 

「
子
供
」
)

が
多
数
散
見
し
て
い

る
、
と
い
う
感
触
を
受
け
る
。
そ
こ
に
変
わ
ら
な
い
女
性
の
意
識
や
立
ち
位
置
を
感
じ
取
り
、
性
に
関
し
て
い
ま
だ
女
性
の
中
に
存
在

す
る
社
会
に
よ
る
抑
圧
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
様
々
な
選
択
肢
の
中
か
ら
、
あ
え
て
「
快
」
と
し
て
若
い

世
代
に
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
快
」
の
基
準
を
自
由
で
は
な
く
、
従
属
の
受
け
入
れ
か
ら
更
に
陶
酔
へ
と
置
き
換
え
た
、
個
人

と
権
力
の
あ
り
方
の
変
化
を
こ
そ
探
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
お
そ
ら
く
女
性
だ
け
に
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
。

「
性
」
の
根
本
は
い
か
に
覆
お
う
と
も
限
り
な
く
利
己
主
義
的
暴
力
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
現
在
、

そ
の
意
味
付
け
を
制
ぎ
取
ら

れ
つ
つ
あ
る
男
性
同
性
愛
(
ボ

l
イ
ズ
ラ
ブ
)

が
向
か
う
先
は
、
果
た
し
て
既
存
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
!
な
の
か
否
か
。
そ
れ
を
検
証

し
て
い
く
の
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

尚三

(
1
)

こ
の
言
葉
は
基
本
的
に
ゲ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ご
く
単
純
に
男
性
同
士
の
恋
愛
と
い
う
程
度
の
意

味
で
あ
る
。

(
2
)

九
七
年
|
1
フ
ラ
ン
ス
書
院
ラ
ピ
ス
文
庫
・
徳
間
書
底
キ
ャ
ラ
文
庫
・
白
泉
社
花
丸
文
庫
、
九
八
年
|
|
二
見
シ
ャ
レ

l
ド
文
庫
・

光
風
社
ク
リ
ス
タ
ル
文
庫
・
新
書
館
デ
ィ
ア
プ
ラ
ス
文
庫
、
九
九
年
B
|
角
川
テ
ィ
ー
ン
ズ
ル
ビ
l
文
庫
等
(
出
版
指
標
・
年
報
二
0

0
0
よ
り
)
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(
3
)

ル
ビ

l
文
庫
は
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
よ
り
分
化
し
創
刊
さ
れ
た
レ
ー
ベ
ル
で
あ
る
。
そ
れ
は
少
女
(
女
性
)
を
対
象
に
、
男
性
同

士
の
恋
愛
を
主
要
モ
チ
ー
フ
と
す
る
初
の
文
庫
レ
ー
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
初
期
の
二
、
三
年
は
、
厳
密
に
男
性
同
士
の
恋
愛
の
み

を
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
男
性
同
士
の
恋
愛
を
中
心
に
性
愛
的
な
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
作
品
が
扱
わ
れ
て
い
た
。
男
性
同
士
の
恋

愛
の
み
に
特
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
今
回
明
確
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
お
そ
ら
く
九
六
年
以
降
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

創
刊
に
際
し
て
、
そ
れ
以
前
に
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
た
作
品
の
中
か
ら
も
モ
チ
ー
フ
に
あ
う
作
品
が
何
点
か
加
え
ら

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
シ
リ
ー
ズ
作
品
(
『
タ
ク
ミ
く
ん
』
『
終
わ
り
の
な
い
ラ
ブ
ソ
ン
グ
』
)
以
外
は
、
初
版
か
ら
ル
ビ

l
文
庫
の

レ
ー
ベ
ル
を
持
つ
作
品
に
の
み
対
象
を
し
ぽ
っ
て
い
る
。

(
4
)

①
|
9
の
み
番
外
編
が
書
名
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
編
(
「
玉
竜
天
心
」
「
春
風
前
線
」
)
を
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
(
以
下
紙
面

の
関
係
上
、
表
①
②
の
作
品
番
号
で
タ
イ
ド
ル
を
代
記
す
る
)
。

(
5
)

①
|
7
・
白
は
女
子
高
生
た
ち
の
日
常
を
描
く
物
語
で
あ
り
、
①
|
引
は
詩
集
で
あ
る
。
①
!
日
・
却
・
却
の
『
恋
愛
1
』
三
作
は
、

三
作
自
に
到
っ
て
も
男
性
同
士
の
恋
愛
の
登
場
が
な
い
た
め
省
い
た
。
①
|
訂

-n、
②

l
mは
、
今
回
は
入
手
不
可
の
た
め
対
象
に

出
来
な
か
っ
た
。
表
②
の
叩
以
外
の
対
象
外
作
品
は
、
二

O
O
O年
以
前
に
開
始
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
あ
る
。
二

O
O
O年
一
月

か
ら
一
一
月
ま
で
に
始
ま
っ
た
シ
リ
ー
ズ
作
品
は
対
象
内
と
し
て
い
る
。

(6)

そ
の
理
由
と
し
て
、
肉
体
関
係
は
(
ま
だ
}
な
い
が
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
恋
愛
感
情
は
あ
る
(
①
|
1
・
M
M

・
伺
)
、
男
性
同
士
の
直
接

的
性
行
為
描
写
な
し
・
男
女
は
あ
り
(
①
|
必
・
日
)
、
主
に
男
性
を
対
象
と
す
る
複
数
の
相
手
と
性
行
為
(
①
|
印
、
②

l
m
i
)、

男
性
カ
ッ
プ
ル
の
登
場
な
し
(
①

l
u
-
M
)
を
あ
げ
る
。
最
後
尾
の
二
作
品
の
う
ち
①

l
位
は
、
高
校
生
の
主
人
公
の
性
器
が
自
我

を
も
ち
独
立
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
ま
た
①

l
Mは
①
巻
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
男
性
三
人
の
関
係
を
描
く
内
容
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
作
品
自
体
を
対
象
外
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
②
|
臼
も
、
こ
の
作
品
内
で
は
性
行
為
ま
で
至
ら
な
い
の
だ
が
、
主
人
公
カ
ッ

プ
ル
が
明
確
で
あ
る
こ
と
と
、
対
象
期
間
中
に
出
た
続
編
②
|
犯
で
そ
の
点
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

(
7
)
こ
れ
は
主
に
、
親
の
再
婚
や
死
亡
に
よ
っ
て
得
た
ば
か
り
の
新
た
な
環
境
に
該
当
す
る
。
本
人
の
意
識
と
与
え
ら
れ
た
環
境
(
貧
乏

だ
っ
た
が
急
に
資
産
家
の
家
に
引
き
取
ら
れ
た
な
ど
)
に
ズ
レ
が
あ
る
た
め
括
張
で
く
く
っ
た
。

(
8
)

前
三
点
は
①

l
m
・
お
・
日
を
、
後
ろ
四
点
は
①

l
m
-
n
・
日

-
M
を
該
当
作
品
と
し
た
。
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(
9
)

こ
の
割
合
は
、
⑦
の
該
当
作
品
を
五
点
と
数
え
、
②
と
⑤
と
⑦
と
⑧
(
の
該
当
作
品
三
点
)
を
合
計
し
た
数
字
(
一
五
)
に
よ
る
。

(
叩
)
こ
の
場
合
、
架
空
の
江
戸
時
代
を
舞
台
と
し
そ
の
中
心
と
し
て
旗
本
と
寺
小
姓
の
関
係
を
描
く
①

l
m
-
mは
省
く
。

(
日
)
中
島
梓
(
一
九
九
五
一
二

O
八
)
は
、
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
と
「
J
U
N
E
小
説
」
の
一
部
を
「
子
供
ど
う
し
の
物
語
」
と
評
し
、
存

在
す
る
も
う
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
「
父
親
と
子
供
」
と
解
し
た
。
表
②
に
見
ら
れ
る
関
係
性
は
、
あ
る
意
味
こ
の
「
父
と
子
」
の
系
譜

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
エ
デ
ィ
プ
ス
的
抑
圧
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
父
」
と
は
別
種
の
「
大
人
」
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
稿
で
機
会
を
設
け
て
検
討
し
た
い
。

(
ロ
)
こ
の
数
字
は
、
毎
回
あ
と
が
き
で
記
さ
れ
る
作
者
自
身
の
出
版
点
数
の
カ
ウ
ン
ト
に
よ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
八
一
点
目
は
、
二

O

O
三
年
七
月
刊
行
の
『
魔
法
学
園
・
迷
宮
ロ
マ
ン
ス
』
(
集
英
社
コ
バ
ル
ト
文
庫
)
で
あ
っ
た
。

(
日
)
表
②
の
期
間
に
発
行
さ
れ
た
『
タ
ク
ミ
く
ん
』
三
点
の
う
ち
、
二
点
が
表
③
の
分
類
の
④
、
一
点
が
③
で
あ
る
。
ま
た
『
フ
ジ
ミ
』

で
は
、
五
点
の
う
ち
三
点
が
表
③
の
⑥
、
一
点
が
③
、
最
新
刊
が
②
と
い
う
結
果
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
新
刊
で
描
か
れ
た
二
人

に
表
②
の
他
作
品
の
よ
う
な
性
的
な
雰
囲
気
は
見
当
た
ら
な
い
。

(M)

そ
れ
は
、
第
二
世
代
の
作
者
で
あ
り
、
現
在
(
表
②
)
も
創
作
を
続
け
る
吉
原
、
川
原
の
作
品
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。
表
②

で
対
象
外
作
品
で
あ
っ
た
川
原
の
中

l
m
-
m
{続
刊
中
)
は
、
そ
の
二
冊
と
も
表
②
の
中
で
唯
一
の
「
一
人
」
を
描
い
た
表
紙
イ
ラ

ス
ト
で
あ
る
。
同
じ
く
吉
原
の
②

|
8
-
m
・
日
(
続
刊
中
)
は
、
対
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
性
行
為
を
描
か
な
い
三
兄
弟
の
物
語
を

綴
り
、
表
紙
は
「
そ
の
他
(
三
人
こ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
方
向
性
の
変
化
の
中
に
お
け
る
彼
女
た
ち
の
明

ら
か
な
異
質
さ
(
限
界
)
の
表
出
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
タ
ク
ミ
く
ん
』
は
、
初
期
と
現
在
を
比
べ
る
と
そ
の
刊
行
ぺ

l
ス
は

微
妙
に
落
ち
て
き
て
い
る
。
作
者
自
身
の
仕
事
量
の
増
加
な
ど
、
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は
、

「ボ
l
イ
ズ
ラ
ブ
」
に
お
け
る
純
粋
な
恋
愛
と
い
う
も
の
へ
の
希
求
自
体
の
減
退
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
日
)
「
八
人
」
と
は
、
秋
月
、
緒
方
、
尾
鮭
、
川
原
、
ご
と
う
、
須
和
、
松
岡
、
吉
原
を
指
す
。
結
城
は
O
一
年
三
月
よ
り
出
版
が
な
い
の

で
省
い
て
い
る
。

(
凶
)
「
少
年
愛
マ
ン
ガ
」
の
性
描
写
と
、
第
二
世
代
の
作
者
で
あ
る
秋
月
の
性
描
写
に
つ
い
て
は
、
藤
本
(
二

O
O
二
を
参
照
の
こ
と
。
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SUMMARY 

Changes in the "Boys Love" Novel and its Present: Comparing 
Kadokawa Ruby Bunko December 1992- May 1995 and December 
2000- May 2003. 

Sumiko FUJIMOTO 

"Boys Love", contains the expression of love and sexual inter

course between males, is one of the subcultures for women in 
particular_ It usually takes the form of either novel or comic. The 

Kadokawa Ruby Bunko has begun publishing "Boys Love" novels 
since 1992. In this paper I compare the novels dated December 1992-

May 1995 and December 2000- May 2003, total of 193 in 2 and a half 
years. I made three tables based on the stories. The comparisons 
include the depiction of relations between characters, the cover 
illustrations, the narratives (grammatical person), the death and the 
trauma, etc.. I recognized clear differences between the earlier novels 
and the later ones by looking into the three tables. The male relations, 
for instance, have become less equal but more hierarchical. The 
cover illustrations also have changes, single boy portraits to sexual 
drawings of two boys. The number of stories dealt with deaths and 
trauma has decreased while those of sexual relations have increased. I 
think that the generation differences among both the authors and the 
readers have led to these results. The generation gaps and the change 
of their views in sex are connected to each other. They are backed up 
by the social change and also brought about, I assume, the 
pornographization of the "Boys Love". 

However, relation between the generation difference and the 
social situation was not fully described in this paper. Moreover, the 
study of pornography for women requires other women subcultures 
such as Shojo Manga and Shojo novels. I want to survey these subjects 
more deeply next time. 


